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名 和 小 だ よ り
学校教育目標 よく考え工夫する子 思いやりのある子 がんばりのきく子

（未来のための三つの心 自立心 向上心 思いやりの心 ）

修学旅行に行ってきました
9 月 28、29 日と 6 年生は修学旅行に行ってきました。

５年生での臨海学校も無かったことから初めての宿泊旅行
であり、さらにコロナによる不安もあり、誰もが色々な心
配を抱えながら当日を迎えました。
一泊二日で鎌倉・横浜中華街・横浜八景島ｼｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ・

国会議事堂を予定通り、参加者全員が元気に行ってくるこ
とができました。事前の準備では実行委員を中心にスロー
ガンや約束事など話し合い、
そして、2 日間の中心であ
る班行動の計画を班のメン
バーで意見を出し合いなが
ら何度も話し合いました。

実際に行動していく中では、予定の変更やトラブル
もあり、その度に班のメンバーで相談しながら解決
してきました。その中でもちょっと驚いたのが、電
車の切符の買い方、自動改札への切符の入れ方・取
り方、ユニットバスの使い方、ホテルに置いてある
足ふきマット・バスタオル・洗顔タオル等の使い分
け等、予想外のところで子ども達が戸惑っていまし
た。まだ生活経験が少ないことから経験する機会が
無かったこともありますが、何をどのように経験を
させて、中学へと送り出していくか、周囲の大人が
意識をしていくことが必要であることを改めて感じ
ました。
失敗やトラブルもありながら全ての予定が時間通

りこなせたことは大変素晴らしいことです。先の見
通しを持つことが難しい中でもゴールを意識して逆
算して行動はしていたようです。そして何よりも一
人ではなく、常に周囲に仲間がおり、お互いに声を
かけ合い励まし合いながらやり通せたことが何より
もの思い出であり、財産となったことです。
修学旅行にあたり、各家庭でお子さんの健康観察、

そして、周囲の友だちへの配慮などのおかげで、コ
ロナの影響を受けることなく行くことができまし
た。大変感謝しております。残り６ヶ月となりまし
た６年生の小学校生活。コロナの影響なく行事等が
できますように引き続きご協力をお願いいたしま
す。



運動会に向けて 環境集会
９月３０日（金）の朝の時間に環境集会が開催されました。

運動会に向けての校庭の整備です。学年毎に割り振られた場所の
雑草を抜いたり、石を拾ったりして、自分たちが走ったり、演技
したりする場所でケガをしないように整備をしました。

Jアラートへの対応
登下校中にＪアラートが発信されたときの対応について話をしました。自分の家や学校

が近ければ、戻っても構わないのでそこへ避難をする。近くないときは「子ども安全協力
の家」など、建物の中に避難をするように話をしました。ご家庭でも具体的な場所等があ
れば、お子さんとよく話しをしておいてください。不審者も含めて、いざという時に判断
して行動が取れるように、子ども自身に考えさせる場面を意図的に設けていくことが必要
であることを改めて感じています。

不審者 避難訓練
今年度、本校では避難訓練を３回実施しています。地震、火災、

不審者の場合として、それぞれの時の避難の仕方を確認していま
す。今回は２年２組に不審者が侵入した想定で訓練を実施しまし
た。この避難訓練を実施する前に、教員だけでシュミレーション
を行い、課題を洗い出し、この日の避難訓練に備えました。です
ので今回の想定では、子ども達をスムーズに避難させることがで
きました。しかし、難しいのは不審者の動きは予測ができないこ
とです。ですから、子ども達自身の危険回避能力の向上も必要で
す。どのような不審者が来ても共通しているのは、不審者に近づかないことです。
いざという時に子ども達がどれだけ冷静に不審者の居場所を確認しながら適切な判
断をして行動をすることができるかです。そのためにも、子ども達には日頃の生活
の中で、どのような状況の中でも廊下は走らない、室内で暴れないなど、状況を正
しく判断する力を身に付けてほしいです。

４年 校外学習
10 月 4 日（火）４年生は「たくみの里」へ校外学習に行

ってきました。天候にも恵まれ、体験活動をしたり、オリエ
ンテーリングをしたり、とても気持ちよくできました。予定
よりも早く到着をしたことで､事前に立てた班の行動計画とは
大きく変わってしまいました。それでも、その場で班のメン
バーと地図を見ながら行動を練り直して、どの班もスムーズ
にスタートができました。体験活動は「木工の家」「おめんの
家」「森のおもちゃの家」「ガラスの家」「おしばなの家」「ド
ライフラワーの家」「七宝焼きの家」に別れ、それぞれの体験

場所で自分の作品を思い思いに
作ることができました。オリエンテーリングは予定以
上に回ることができ、たくみの里の自然を体で感じる
ことができました。これだけの長い時間の広い範囲の
班行動は始めてであり、このような経験の積み重ねが
修学旅行へと繋がります。


